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牛
窓
の
井
戸

　
岡
山
写
生
会
で
牛
窓
に

行
っ
た
。
古
い
町
並
み
を

歩
い
て
い
る
と
、
路
地
の

傍
ら
に
、
井
戸
。
脇
に
は

水
神
様
が
祀
っ
て
あ
っ
た
。

　
牛
窓
は
左
の
図
で
赤
く

囲
っ
た
所
。
そ
の
北
の
青

く
塗
っ
た
所
は
錦
海
湾
で

あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に

干
拓
さ
れ
塩
田
に
。
今
は

田
畑
に
な
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
牛
窓
は
南
北
が

海
の
半
島
。
そ
の
為
、
大

き
な
川
は
無
く
、
水
が
貴

重
だ
っ
た
の
だ
。

　
牛
窓
に
は
他
に
朝
鮮
通

信
使
ゆ
か
り
の
御
茶
屋
井

戸
が
あ
る
。
私
は
、
庶
民

が
使
っ
た
こ
の
井
戸
に
親

し
み
を
感
じ
た
。

岡
山
県
瀬
戸
内
市

パロディ頭狂村村長選

　
頭
狂
村
の
副
村
長
猪
崎

氏
は
村
長
選
立
候
補
に
際

し
考
え
た
。「
自
明
党
、

公
民
党
に
挨
拶
に
行
く

時
、
札
束
な
し
で
は
・
・
。

ど
う
す
る
か
？
。
損
州
会

の
例
の
件
で
、
後
で
五
つ

く
れ
る
約
束
だ
っ
た
ぞ
。

今
が
そ
の
時
」

　
猪
崎
氏
か
ら
の
電
話
を

受
け
た
損
州
会
の
損
田
議

員
は「
足
が
つ
か
ぬ
よ
う
、

貸
す
こ
と
に
す
る
。
貸
金

庫
を
用
意
し
ろ
。
そ
こ
に

入
れ
た
こ
と
に
す
れ
ば
バ

レ
て
も
大
丈
夫
」そ
し
て
、

ま
ん
ま
と
当
選
。

　
と
こ
ろ
が
、
損
田
議
員

に
か
ら
み
損
州
会
に
ガ
サ

入
れ
。

　
慌
て
た
猪
崎
氏
、
大
慌

て
で
損
田
議
員
に
電
話
。

「
返
し
た
い
が
、
自
明
党
、

公
民
党
に
配
っ
た
か
ら
返

せ
な
い
」「
手
ぶ
ら
で
す

ぐ
来
い
」

　
猪
崎
氏
が
損
田
議
員
事

務
所
に
行
く
と
、
借
用
書

が
作
っ
て
あ
っ
た
。
返
済

期
限
に
も
、
利
息
に
も
、

担
保
に
も
触
れ
て
い
な

い
。
収
入
印
紙
も
な
い
。

(

印
紙
税
の
脱
税
？)

判

子
を
押
し
た
ら
損
田
議
員

は
「
持
っ
て
帰
れ
。
返
し

た
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
」

と
。

　
さ
て
、
議
会
で
各
党
は

猪
崎
氏
を
つ
つ
く
。「
選

挙
資
金
で
は
な
い
」「
貸

し
て
く
れ
る
の
を
断
る
の

も
」「
生
活
に
不
安
が
」

更
に
追
及
さ
れ
て
「
給
料

一
年
返
上
」
え
？
生
活
が

不
安
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
の
？
そ
れ
に
し
て
も
、

二
〇
〇
二
年
に
工
事
発
注

先
か
ら
九
九
万
借
り
た
職

員
は
懲
戒
免
職
に
な
っ
た

の
に
。
猪
崎
氏
が
借
り
た

と
云
う
の
は
副
村
長
時

代
。
遡
っ
て
懲
戒
免
職
に

し
た
ら
？

　「
あ
ま
り
い
じ
め
る
と

誰
に
に
い
く
ら
回
し
た
か

喋
る
ぞ
」
が
猪
崎
氏
の
切

り
札
だ
。

こ
れ
は
全
て
天
空
島
の
お

話
し
で
す
。
地
上
の
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。


